

































































シムルモノト考ヘタリ。 Cignolini氏ハ Pflomm氏ノ血管ニ於ルケ質験ヲ追試シテ， Pflomm氏
ノルlキ伽ν、強透射ノ揚合ニノミ現ハJレト言ヘリ。











































































































































































































セラレタ Fレヲ制Fレ。印チ超短波透射『ドハ Atropin ノ作用ハ増強セリ（第10悩i並＝1同参JfO。
正常家兎，波長4.5m約10分間透射
透身;J-tJ品今後約2分＝シテ硫酸 AtropinPro Kg. 0.03mg i脈内注射，約9分以上抑制セラル。
（雨側↑印問透射，中央：，： Atropin注射）












































































































426 日本外科費函雪作 17 ~き第 2 銃



























肺縛乃司王緊張低下ヲ来セル際， Ergotoxin .＝－ ヨリテ交感耐1維ノ肺搾乃至緊張低下ヲ惹超シ，岡
市I•粧ノ問ニ平衡献態ヲ取り灰セル結県ナリト ffff.セラル。

















乃至緊張低下ナラント ,-i• ヒ， Cignolini 氏ハ Pflomm ノ如キ結県ハ強透射ノ場合ノミ現レ，共
ノ他ノ透身.j-＝－於テハ結県ハ匝々ナリト瓦ヘリ。
Pflomm氏ハ蛙ノ心臓ニ於ケル貫験ニ於テ心臓ハ小且博動緩徐トナ JI,結県ヨリ，心臓＝針シ















u. Hoff氏等ハ10m 乃至15m.ニテハ自律神経系＝大ナル影響ヲ及ボサズト言ヒ， Jordaan氏
ハ波長16m ＝－テハ活動期ノ円運動ヲ充進シ， 12mニテハ影響ナク，， 6mニテハ抑制スト言ヒ，
余ノ小腸ノ揚合ニ於テハ波長4.5m,6.5m, 811ノ中，波長ノ短キ程運動抑i！）ノ度強ク， 8mニ於








波長4.5m,6.5m, 8.0m ノ三種ヲIHス超短波費生機 Alokaヲ使用シ，家兎服部透射＝依リ小
腸運動ェ及ボス影響ヲ検シ，進ンデ腸運動＝封シ超短波ト自律神経系トノ閥係ヲ検索シ，次ノ
如キ結果ヲ得タリ。
1) 正常次兎小腸運動＝ 9;•t シテ超知波腹部透射ハ各波長共抑制的＝作用シ且波長ノ短キ程抑
制度強シ。同lシテ此ノ抑制作月jハ皐ナル熱作用トハ首肯シ難シ。’
2) 迷走栴11絞切断次兎＝於テハ腸運動ノ 1~J;!il] ハ認、メラレズ。
3) 内臓1ir!経切断家兎＝於テハ正常家兎＝於ケルヨリ梢々持ノ程度弱キモ向著明＝腸運動ヲ
抑制ス。
4) 透射中 Pilocarpin＝針スル反舷低ドシ，且 Atropin ノ作用ヲ精強シ，抑制セラレタyレ腸
運動ハ Ergotoxinニ依リテ的＝復セリ n
5) 問脳部透射ニ依リ腹部透射同様，或ハソレ以上＝腸運動ヲ抑制ス。
6) 超短波遜射ニ依ル腸運動ノ抑制ハ迷走紳粧肺痔乃至緊張低下ヲ来セル結果ナラント思惟
ス。
